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 5月ロールコール

 参加局
 JA0PTK(佐藤) 　JA0BYV(佐藤)
 JA0CON(佐藤)　 JA0FQZ(高橋)
 JA0OIK(松井)　 JH0EHG(椿)
 JF0DZZ(奈須野) JG0SYA(渋谷)
 JJ0SVI(狩野)　 　計 ９局

5月2日20：00～ 432.68FM

 HOMEPAGE  https://www.jarl.com/shibata/　　  BLOG　https://ja0yok/hatenablog.com

◆5/09　YOK 5月ミーティング
◆5/09～10 JA0-VHFコンテスト
◇5/16～17 オール群馬コンテスト
◇5/16～17 十勝クラブコンテスト
◆5/17　新潟コンテスト(7/HF-H)
○5/30　CQ WW WPX CW
◆6/06 YOKロールコール/WEBmeeting
◆6/13　YOK 定期総会

現在の

 Version

5/09 現在

★Turbo HAMLOG/Win
　Ver5.47ｃ(2026/04/18)

JTDX v2.2.159 (2022.03.01)
JTDX v2.2.159 Improved (2025.12.25)

 （最新Version）

☆ユーザーリスト 17,416局（2026/5/03)
☆道の駅Get's Ver5.6ｄ（2026/4/25）
☆hQSL Ver5.12a（2026/04/01）

WSJT-X 3.0.1（GA)（2026.05.04）
WSJT-X Improved_plus ｖ3.1(2026.04.18)

 4月定例ミーティング
4月11日19：00～ イクネスしばた3F

JA0BYV(佐藤)　　 JA0PTK(佐藤)
JH0EHG(椿） 　　　JF0DZZ(奈須野)
JG0SYA(渋谷)　   JJ0WAT(石井)
　　　　　　　　　　　　計 ６ 名

 5月定例ミーティング

・JA0-OSO、JA0-VHFコンテスト
・4月お花見移動結果報告
・クラブ定期総会について
・その他

5月9日19：00～ イクネスしばた3F

 5月WEB Meeting
5月2日20:20～20：54

 4月19日恒例のお花見移動を加治川治水記念
公園で行いました. 下の写真はhQSL用に加工
したものです. 　バックのさくらがチョット・・・

集合写真は7人ですが、早く帰られた方、遅く来
られた方、全部で10名の参加でした. 
　参加者
JA0BJY(松田) JA0BYV(佐藤) JA0PTK(佐藤)
JH0EHG(椿) 　JH0JGF(永井)  JJ0KKK(松田)
JJ0SVI(狩野) 　JJ0SVI'sXYL　 JJ0WAT(石井)
JA0BEE（北区 小野さん)
　今年も狩野さんから笹団子の差し入れをいた
だきました. ご馳走様でした. とん汁は、沢山あ
り私BYVは3杯もいただき、満腹になりました。

　CWマンでしたら、エレキーで交信中にチョット
だけストレートキーに切り替えて思いを伝えたい
ということを感じたことがあるかと思います.　い
やそんなことは一度もないし、これからもないね
、と言う方には全く必要のないものですが、移動
運用で小型のRigの場合外付けエレキーがあれ
ば交信中に速度を変えるのも簡単で、ここにPC
とのI/Fも接続すれば、どれからでも即座にキー
イング可能になります。未だケースにも入れず、
基板むき出しで使用中です、キークリック対策と
いうほどでもないですが、キー入力にコンデン
サーを入れ、容量を変えることで歯切れは多少
悪くはなりますが、ゆっくり目の符号の場合、ソ
フトな信号になります。

出力（TXへ） ↓　 　↓　　↓Key入力

電源
→→

キーイング出力回路にはジャンク基板から取り
外したフォトカップラー（TLP127)を使いました.
ミニフラットパッケージで3ミリ×4ミリで端子間が
2.54ミリ表面実装部品ですが基板の裏側に張り
付いています. HiHi
表面実装部品のハンダ付けは、あまりやってい
ないので なかなか手強いです. ピンセットは必
需品です。　この回路は、電源電圧3V以上で
動作しますが、キーダウンした時の消費電流は
3Vで6ｍA、3.5Vで10mA、5Vで30ｍA、7V以
上で52ｍAでした。　まあ、移動運用の時はメ
モリーチャンネルを多く持った外付けエレキー
が有れば特に他は必要ないですが・・・

JA0YOK/0の運用は、7MHzCWは、いくら
CQを出してもサッパリ呼んでもらえず、FT
8へQSYしてCQ一発で37局と交信出来ま
した. なお、37局中30局へは、ｈQSLを送
り、28局からhQSLを受領しました。

　PCや小型のマイコンが安く高性能にな
って、ソフトさえ書き込めばいろいろ便利
に使える時代になりましたが、それでも、
ハードの部分は今のところ必ず必要にな
ります. 目がしっかり見えているうちは、ハ
ンダ鏝をもって楽しみたいですね. 大そ
れたものでなくとも、自作のものを接続し
て運用をできるのは、アマチュア無線なら
ではの楽しみです. . 電波を出すことはも
ちろんですが、製作の楽しみも有ることを
伝えていかなければなりませんね


